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あいさつ

学長
古賀 実

　従来の法学、経済学、経営学といった社会

科学の学問分野を融合し、幅広い視野を持

ち、同時に高い専門性を追求する人材の育成

を目指す総合管理学部が設立され20年が経

過しました。この間、社会に送り出した卒業

生は2015年3月で5,000名を超えました。

総合管理学部が目指す人材、すなわち企業

経営の視点を備えつつ政府・自治体で活躍す

る人材、公共性やリーガルマインドを備えた

企業人、情報通信技術や情報管理を学び情

報管理部門で活躍する人材は着実に育成さ

れ、卒業生の多くが様々な分野で活躍し、地

域社会のリーダーとして重要な役割を担って

きています。また、総合管理学部の創設は男

女共学化という本学の新たな出発となり、生

活科学部から環境共生学部への改組、全学

的な大学院博士課程の整備など、時代の要

請に応え得る大学として本学の改革の原動

力になってきました。

　地域社会の創造拠点として大学の存在が

大きく期待されています。総合管理学部をは

じめ、本学はこれまでの実績をさらに発展さ

せ、地域社会を担う人材の育成に努めて参り

ます。皆様のご支援宜しくお願いします。

　1994年4月、熊本女子大学の崇高な精神を継承しなが

ら、大学の名を変え、新たに熊本県立大学の名のもと共学

化と総合管理学部がスタートしました。今からほぼ20年前

に、既に時代の流れの行方を見据えた本学の先学たちの

賢慮な判断により、社会科学の分野を総合管理という新し

い時代の精神から脱構築し、新しい学部の教育・研究・大学

運営・社会貢献の礎とするという大胆かつ壮大な構想がス

タートしたわけです。

　いま振り返ると、学部創設の際、当時馴染みの薄かった

「総合管理」という学部名を敢えて考案し、世の審判を問

おうとした先学たちの勇気ある挑戦に込められた、実践的

かつ学問的な深い洞察力に対し、改めて敬意を表せざるを

えません。我々の生活に密着した様々な公共機関、企業等

に求められている、公共及び経営マインドの総合的融合が

持つ今日的な意義をいち早く見出すとともに、普遍的な創

造マインドの作法を築き上げたのです。

　この20年間、総合管理学部は、地域社会に根付いた学部

として、様々な地域課題に係る研究に邁進するとともに、そ

の成果に基づく実践的な教育を提供してきました。我が熊本

県立大学の学生は、素直な心を持ち、ものごとに真摯に取り

組む者が多いと思います。このような学生たちの持つ能力

を広範なカリキュラムと充実したゼミ教育により、大きく伸

ばす仕組みを持っているのが総合管理学部の特長です。

「
総
合
知
」の
地
平 総合管理学部長　黄 在南

総合管特集
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【総合管理学部20年の歩み】

【主な就職先（平成9年度～平成25年度）】

　これまで総合管理学部は、「企業経営の視点を備えつつ、

政府・自治体で活躍する人材」、「公共性やリーガルマインド

を備えた企業の人材」、「情報通信技術や情報管理のあり方

などを学び情報部門などで活躍する人材」、「地域社会や福

祉の分野で実践的に活躍する人材」を社会に送り出してき

ました。総合管理学部で学んだ学生たちは、幅広い視野を

持ちながら、同時に高い専門性を追求することができる人

材として、熊本県内をはじめ、日本全国、さらには全世界で

活躍しています。特定の職種に縛られることなく、社会のあ

らゆる分野において活躍することができ、さらに情報交換

しながら互いに助けあうネットワークを構築できることこ

そ、我が総合管理学部における学びの最も優れた点の一つ

です。

　この20年、社会環境もまた大きな変動を重ねてきまし

た。少子高齢化やグローバル化、情報化の急速な進展に伴

い、地域社会の抱える課題もますます複雑・多様化してい

ます。経済の状況も不振が続き、ついに「失われた20年」と

呼ばれるに至りましたが、その中でも特に大きな衝擊を与

えたのが2008年に起こったリーマンショックです。米国の

投資銀行の破綻が引き金となった世界的な金融危機によ

り、多くの人々が苦しむこととなりました。この問題は、一

部の人間が私利私欲を追求した結果としての倫理観の欠

如が原因となっていると言われています。かかる倫理観の

欠如は、当事者たちが自分達だけの営利追求という歪め

られた経営マインドに目を向け、公共性やリーガルマイン

ドに思い至らなかったということ、即ち総合管理的な視点

が欠けていたことがもたらしたものだと言っても過言で

はありません。本来、人間の幸福とは、単なる私利私欲の

追求ではなく、周りの人々をも幸せにすることで初めて得

られるものです。それを実現することこそが、総合管理学

部が掲げる総合管理が最終的に目指すものなのです。

　人と人とをうまく協力させ、社会的諸果題を解決してい

くことができる能力を身につけた人材はあらゆる場面に

おいてリーダ一シップを発揮することができます。その意

味で、総合管理学部の使命は「リーダーシップを発揮して

人々を幸せにする人材を育てること」だと理解することも

できます。この使命は壮大かつ永遠な課題ですが、実現可

能なものです。

平成6年度 男女共学化した新生「熊本県立大学」および同
総合管理学部総合管理学科の発足

平成9年度 総合管理学部第1期生が卒業

平成10年度 熊本県立大学大学院アドミニストレーション研究科（修士課程）設置

平成12年度 大学院アドミニストレ一ション研究科博士（後期）課程設置

平成15年度

・4コース（パブリック･アドミニストレーション
コース、ビジネス・アドミニストレーションコー
ス、情報システムコース、地域ネットワークコー
ス） を導入した新カリキュラムの開始
・自己推薦型（AO)入試の開始

平成16年度
熊本県立大学総合管理学部創立10周年記念
論文集『新千年紀のパラダイム－アドミニスト
レーション－』の刊行

平成20年度

既存のコースを発展させた4コース（パブリック・
アドミニストレーションコース、ビジネス・アドミニス
トレーションコース、情報管理コース、地域・福祉
ネットワークコース）による新カリキュラムの開始

平成26年度

・総合管理学部20周年記念論文集「総合知の
地平」の刊行
・共学化・総合管理学部設立20周年記念シン
ポジウムの開催

【総合管理学部データ】
総卒業生数（平成9年度～平成25年度合計） 4,791人

就職率(平成9年度～平成25年度平均) 87.1%

県内就職の割合（平成9年度～平成25年度平均） 65.3%

サービス業 743人

金融保険業 629人

卸・小売業 537人

公務員 508人

製造業 373人

運輸・通信業 223人

その他 432人

その他
18%運輸

通信業6%

製造業
10%

公務員
14%

卸・小売業
15%

金融保険業
17%

サービス業
20%

理学部20周年を迎えて
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総合管理学部設立20周年を迎えて、津曲副学長コーディ
ネートのもと、総合管理学部の現役学生とその卒業生に
“総管”のことについてアツく語っていただきました。

津曲副学長（以下「津」）：皆さんお忙しい中お集まりいただきまして
誠にありがとうございます。このたびは、総合管理学部が昨年設
立20周年を迎えまして、改めて「総合管理学部」について、お集ま
りの皆さんが各々で持っている「総管」にまつわる「エピソード」
や「想い」について、ざっくばらんに語っていただきたいと思って
ます。それではまず自己紹介から。

今別府隆宏さん（以下「今」）：みなさんこんにちは。県職員として現
在職員の採用の仕事をしている今別府です。僕は、平成12年度卒
業の37歳です。女子大から男女共学の県立大になって4年目の年
に入学しました。

齊藤翠さん（以下「齊」）：肥後銀行に勤務してます齊藤です。私は、平
成17年度卒業です。銀行では
支店の窓口などを経て、現在
本部の文化・広報室というと
ころで、約2千人の行員向け広
報誌の担当をしております。今
は育児休業中です。

上田桃子さん（以下「上」）：総合管
理学部4年の上田です。4月か
らJA共済連に就職が決まり、先日卒論ができあがったところで
す。卒業まであと少しですが最後まで学生生活を楽しみたいと思
います。

錦戸大輝さん（以下「錦」）：総合管理学部1年の錦戸です。まだ入学し
て9ヵ月と、現在「総合管理学部とは何ぞや」を学んでるところで
す。授業の外にもKUMAJECT(球磨地域の活性化を支援する課
外活動)にも参加してます。

津：錦戸君は19歳？ということは、生まれた時には既に総管があっ
たということだね。ちょっとしたカルチャーショックだなー。

津： 今では、ある程度地域活動などにより認知度のある総合管理学
部ですが、創設期の今別府さんの時は、周囲の人に「総合管理」っ
て何？って訊かれたことがあるんじゃないですか？そのとき何
て答えてました？ 

今：「 経営」と「行政」の一元化や「哲学」と「実学」の融合など、個別化・
細分化した学問領域を統合するアプローチを学ぶのが総合管
理学部だと当時教わりましたので、周囲にはそのように答えて
ましたね。

【座談会メンバー】
○津曲 隆副学長（総合管理学部教授、コーディネーター）
○今別府 隆宏さん（熊本県人事委員会事務局総務課、第49回生）
○齊藤 翠さん（肥後銀行総合企画部文化・広報室、第54回生）
○上田 桃子さん（総合管理学部4年生）
○錦戸 大輝さん（総合管理学部1年生）

津：何か困ったこととかは？
今： 履歴書に「総合管理学部総合管理学科」と記入するのが大変で
（笑）。字数が多いので他の大学の人とそこで差がつくというか
（笑）。まあこれも「総管あるある」ですかね。
一同：（笑い）
津：齊藤さんはどうですか？
齊： とにかく色んなことを幅広く学ぶところ、って面接の時に言っ
てましたね。銀行員は色々な職種の方とお会いするので、どんな
方々とも話を合わせられる「コミュニケーション力」を身につけ
られる場所だと思います。

津：そういえば、肥後銀行には総管の卒業生が結構いるんですよね。
齊： 若手中心ですが徐々に集まってきています。年に数回県立大学
の同窓会があるんですが、毎回40人程集まってます。

津： そうやって、だんだん総管のイメージが定着していくんでしょうね。
今： 職場では、学部よりも県大全体として「真面目で大人しい」という
イメージを持つ方が多いかも知れません。肥後銀行ではどうで
すか？

齊： いい意味でうちでもあります
ね。ちゃんと勉強してきたん
だろうなーって。

上： 私も齊藤さんと同じで、「行政」、
「経済」、「情報」、「福祉」の4つ
の視点から多面的に物事を学
んだって面接で言いました。

津：そういう模範解答を言ってたんだ（笑）。
上： （笑）。ただ、多面的に何でも取り込めばいいってモンじゃなく、色
んなジャンルがある中で、自分の強みを活かせる一番のものを
自分で選べる学部…卒論を書いてて、最近そういう結論にようや
く辿り着いた気がします。

津： 錦戸君はどうだった？入る前
と入った後で。

錦： 僕の場合、きっかけは、高校の
頃にSSH（スーパー・サイエン
ス・ハイスクール）で音の研究
をしてて、その時に知り合った
先生がたまたま総管の先生
だったのでそこに行こうと。
ここに来てからの印象は、「色んなことが学べて大学に入ってか
ら自分を作り上げていく」ということですね。専門の学部は、特
定の分野を突き詰めていくと思うんですが、逆にここでは、入っ
てから自分のやりたいことの選択肢を広げて、4年間でそれを…
えーと…

今： ただ広げるだけではなく自分の興味を媒介させて統合していく
というイメージかな？すごいなぁ、最近の学生さんはしっかりし

総合管理学部生・卒業生座談会

今別府 隆宏さん

齊藤 翠さん

上田 桃子さん

discussion
START!

「総管」ってひと言でいうと？

特集
記事
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共学化・総合管理学部設立
20周年記念シンポジウム

「これから求められる大学～グローカル時代の大学教育～」

古賀学長

潮谷義子氏

高埜教授

石橋教授

足立國功氏 藤井宥貴子氏

花田大作氏

　平成26年11月8日
（土）、共学化・総合管
理学部設立20周年を
記念してシンポジウム
「これから求められる
大学～グローカル時代
の大学教育～」が開催

され、本学教職員・学生のほか、高校生を含む一般の方な
ど約130名が参加しました。
　開会にあたり、古賀学長から「総合管理学部設立20年
が経過し、学部設立当初の卒業生は、社会の中堅として
活躍している。10年後には熊本の地域経済のキーパーソ
ンとして活躍してくれることを期待している」とのあいさつ
がありました。
　基調講演では、潮谷氏から、「共学化・総合管理学部設
立20周年を迎え、これからの20年を考えるにあたって、熊
本県立大学は、何を変えて
はいけないのか、何を変えな
ければいけないのか、につい
て考えることがスタートライ
ンである」と語り、今日の大
学教育では、『積極的に社
会を支えていく資質』が大切
であること。多様な地域の人材を育て、地域と連携していく
ことが必要であること。また、今後、時代、社会又は様々な
領域の中で起こる変化に目を向けて、「県立大ならではの
地域性豊かな大学として発展していってほしい」との提言
がありました。
　続いて、4人のパネリストの意見発表後、パネルディス
カッションが行われました。足立氏からは、「自分の意思
を相手に伝えるプレゼンテーション能力を磨いていくこと
が必要である」、藤井氏からは、「若者の男女共同参画に
対する意識は変わってきた。学生のうちに、社会と繫がる
ことを意識して行動してほしい」、花田氏からは、「学生に
は、教養を高めることを積極的に求めていってほしい」、
高埜教授は、「県立大生の潜在的能力は実は高いのに努
力が足りない。早く自分の目標、将来を思い描き、それに
向かって自分が何を学んでいくべきかを見つけ努力して
ほしい」とそれぞれの立場でのご意見をいただきました。

　最後に、コーディネーターである石橋教授からは、本学
の今後のあり方について、公立大学だからこそ、「地域化」、
「国際化」の推進ができるとしつ
つも、総合管理学部が独自性と
意義を明確化し、学生により高い
能力を身につけさせ、教員個々人
が能力を発揮して研究・教育が
できる環境づくりを行うべきだ、と
まとめがあり、閉会しました。

＜パネリスト＞
・足立 國功氏(熊本ソフトウェア株式会社社長・熊本県工業連合会会長)
・ 藤井 宥貴子氏（熊本市男女共同参画センターはあもにい館長）
・ 花田 大作氏(本学卒業生・文部科学省高等教育局大学振興課公
立大学係長)
・高埜 健(総合管理学部教授)

＜コーディネーター＞
・石橋 敏郎(総合管理学部教授)

開催概要

■ 基調講演
「グローカル時代の学問」
講師：潮谷 義子氏(本学客員教授、日本社会事業大学理事長)

開催期日

場 所

：平成26年11月8日(土)
 午後2時～午後4時30分
：中講義室3

■ パネルディスカッション
「グローカル時代の大学教育に求められるもの」
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I N T E R

　JENESYS 2.0（日本とアジア大洋州諸国及び地域との間で行われる青少年交流事業）の一環として、平成26年10月
17日（金）にインドから23名の中高生が、平成27年1月20日（火）には韓国から34名の大学生が本学を訪問しました。
本学の多くの学生がキャンパスツアーや日本語・日本文化に関するディスカッションに参加し、交流を通して国際的視野を
広げる経験ができました。

JENESYSの研修団（インド・韓国）来学

ソウル大学日本研究所の学生に対する特別講義

国際交流

　平成27年1月27日（火）、28日（水）の２日間、ソウル大学日本研究所からパク・
チョルヒ同研究所長をはじめ、10名の大学院生が本学を訪問し、本学教員による
特別講義が下記のとおり行われました。

■「日本の政治・外交」（講師：五百旗頭 真理事長）
■「少子高齢化・過疎化から地域再生へ～『持続可能な発展』と熊本・九州経済～」
 （講師：中宮 光隆地域連携・研究推進センター特任教授）
■「日本の公害の歴史と公害克服の要因」
 （講師：篠原 亮太地域連携・研究推進センター特任教授）
■「日本文学の近代化と反近代の源泉」
 （講師：半藤 英明文学部日本語日本文学科教授）

　創設以来41回を数える日本有数の国際交流事業である「東南アジア青年の船」（内閣府主催）の参加者30名が平成
26年11月1日（土）に来学しました。
　この「日本ASEAN青年交流」プログラムでは、歌あり踊りありでの各国紹介と英語でのグループ・ディスカッション。日
本と東南アジアの将来のために様々なアイディアを出しあいました。実は過去に県大からも3人の参加者が出ています。興
味のある方は、内閣府のHPをご覧ください。(http://www.cao.go.jp/koryu/)

東南アジア青年の船の学生と交流しました

インドから来学した中高生 韓国から来学した大学生
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N AT I O N A L  E XC H A N G E

　昨年の3月、不安と期待を持って到着した熊本でしたが、今は韓国に帰る日がだんだん近
づき、とても寂しく感じています。色々なことに慣れたと思ったら、もうお別れかと思うぐらい、
あっという間に熊本県立大学での１年間の交換留学生生活が過ぎました。
　大学で出会った皆さんの優しさのおかげで、本当に楽しい１年となりました。私の拙い日本
語を最後まできちんと聞いてくださった皆さんや、毎日楽しいハプニングが起こる日本語教育
研究室、学生GPの際に、皆さんと一緒に頑張った会議や活動、大変だったけど児童の心に
触れることができた黒髪小学校での教育実習など、楽しくて、忘れられない思い出がいっぱ
い出来ました。
　大学生活以外にも楽しい経験はたくさんありました。ピンクに染まった熊本城での花見会
や楽しく踊った火の国祭り、すばらしい花火大会や国際交流会館での世界の大喜利、長崎の
ハウステンボスや大分の湯布院への旅行など、短い間でもいろんな経験が出来ました。
　１年間本当にお世話になりました。韓国に戻ってもこの思い出を大事にして、日本語の
勉強や生活を頑張ります。

【文学部日本語日本文学科　特別聴講生　尹基寛（ユン・ギグァン）】

　熊本県立大学に来て１年、あっと言う間に時間が過ぎ、帰って行く日がやって来ました。
　慣れない生活を送る中で、何も知らないまま国際交流会館での催し物に参加したりしなが
ら学校が始まることだけを待っていた日が、まるで昨日のように感じられます。最初はとても緊
張していましたが、国際クラブや馬場研など、いろんな人 と々出会えることができました。その
中でも、日本語教育実習というものを通じて、日本に住んでいる外国の子供たちに日本語を
教えるという新しい経験は、子供たちとの出会いだけでなく、色んなものを考えさせられました
し、私自身も専門である日本語をしっかり学ぶことができました。韓国では考えられなかった
日本語の深さを知り、やはり日本語は難しいな、と思いながら勉強をしました。熊本での留学
生活は、とても楽しく新しい経験をすることができた良い機会でした。

【文学部日本語日本文学科　特別聴講生　朴眞實（パク・ジンシル）】

祥明大學校からの交換留学生が1年間の留学生活を終えました!

　熊本県立大学での交換留学は、とても充実した楽しい経験でした。
　学習面では、日本語教育研究室において、専攻の日本語と日本語学について詳しく、か
つ専門的な学習ができたと思います。特に、日本語教育の実習では、韓国の大学では味わ
えない、特別で有益な経験で、留学生活の中で一番の思い出になりました。
　生活面では、日本語教育研究室の馬場先生のご指導と、学生たちの助けのおかげで、こ
れといったトラブルのない留学生活ができました。また、国際クラブの学生や留学生仲間と
の交流もとても楽しく、国際的な感覚と知識を高めるいい機会となりました。
　１年間の交換留学があっという間に過ぎましたが、熊本での生活や県立大学での学習
経験は、絶対忘れません。また面倒をみてくださった皆さんに感謝します。ありがとうございま
した！

【文学部日本語日本文学科　特別聴講生　柳基準（ユ・ギジュン）】
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リスニングテストはリスニング能力を
測定しているのか？

■ 研究活動紹介

　　はじめに
　日本人英語学習者はリスニングが苦手だと言われてい
ます。リスニングを困難にしている要因を検証し、効果的な
リスニングの指導法を明らかにすべく、高校教員時代から
研究を続けています。指導の効果はテストを実施し、綿密に
分析することによって知ることができます。また学習者はテス
ト結果から自分の長所・弱点を知り、学習するべき内容を
気づくことができます。したがって、どのようなテストを用いる
かは、教師と学習者の両方にとって，とても重要なポイント
となります。本稿では、私が現在、研究している多肢選択式
リスニングテストについてご紹介いたします。

　　選択肢は4つが妥当か？
　英語のリスニングテストにおける選択肢の数はなぜ4つ
なのか。多肢選択式テストは採点の容易さや信頼性の高
さから、英検やTOEIC、TOEFLなど国内外の主要なテス
トで採用されています。多肢選択式テストは複数の選択肢
の中から正答を選ぶもので、多くの場合、1つの正答に3つ
の誤答（錯乱肢）から構成される4択問題になっています。
しかし、4択が他の選択肢数（3択など）に比べて優れてい
るという明確な根拠はありません。
選択肢の数の研究は、実は100年以上の歴史があります
が、その多くが医学系や社会科学系のテストで占められて
おり、言語テストの分野ではほとんど検証されていません。
そこで、選択肢の数の違いがテストの精度や難易度、受験
者の心理にどのような影響を与えるかを明らかにすること
で、最適な選択肢数を提案したいと考えています。

　　リスニングテストにおける文字の役割

　選択肢の数に加えて、リスニングテストでは選択肢の提
示方法も大きな問題です。ほとんどのリスニングテストで
は、選択肢は問題冊子に印刷されています。つまりリスニン
グテストは受験者に選択肢（多くの場合、質問文も）を読ま
せていることになります。リスニングのテストですから、選択
肢も（質問文も）文字ではなく音声で提示すべきだと考え
ています。しかしながら、本文と質問文に加え、4つの選択
肢も音声で聞くという作業は、受験者にとってかなりの負
担となるかもしれません。そこで選択肢の数を減らして、音
声で提示するという新しいタイプのリスニングテストの可能
性を探っています。

　　錯乱肢の魅力度？！？

　テスト理論では、多肢選択肢式における誤答のことを
錯乱肢（distractor）とよびます。文字通り、受験者を惑わ
せる（distract）役割を果たすためこのような名前がつけら
れています。錯乱肢は、『正解のように思えるが、明らかに
間違いでなければならない』という厳しい制約が課せられ
ています。そのため、錯乱肢の作成は非常に困難です。こ
れまでの研究では、3つの錯乱肢がある4択問題でも受験
者が選ぶ錯乱肢は1つ、多くても2つと言われています。受
験者に選ばれる錯乱肢と選ばれない錯乱肢の違いは何
か？受験者にとって魅力的な錯乱肢とはどのようなものか
を解明することにより、より妥当性の高いテストが作成でき
ると考えています。

Profile
筑波大学大学院人文社会科学研究科博士後期課
程修了。博士（言語学）。茨城県私立高校教諭、常
磐大学国際学部教授を経て、2014年より現職。

文学部　英語英米文学科　
准教授　飯村 英樹
（Hideki　IIMURA）

言語テストの妥当性検証
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　平成26年12月4日（木）、長崎大学において、標記3大学の環
境分野における包括連携協定の締結調印式が行われました。
　そして、この協定締結後初の取り組みとして、平成27年2
月21日に本学大ホールで「環境共生フォーラム」を開催。名
古屋大学名誉教授 岩坂泰信氏の基調講演の後、3大学の学
部長等が環境の教育・研究、連携についてパネルディスカッ
ションで討論を行いました。併せて、3大学の研究者による
ポスター発表が行われ、交流を深めました。

　平成26年12月16日（火）、熊本県立大学と一般社団法人熊
本県工業連合会とは、様々な分野での相互協力を目的とする
包括協定を締結しました。
　五百旗頭理事長は、「食や健康科学分野などの分野で地域
のものづくり産業に貢献したい」と語り、足立会長から、「アグ
リバイオフーズ、予防医療等での連携に期待している」と挨拶
がありました。この協定により、本学が有するシーズを活用し
た様々な共同研究や共同開発、人材育成等が期待されます。

文学部フォーラム「それでも天は転る－熊本におけるもう1つの近代」を開催！！

本学と長崎大学、福岡工業大学の3大学が
環境分野における包括連携協定を締結

熊本県工業連合会と包括協定を締結

　文学部では、春名徹氏（作家・歴史研究者）と旭堂南海師（講談師）を
お招きのうえ、標記のフォーラムを開催しました。基調講演では、春名
徹氏が熊本正泉寺の僧侶・佐田介石についての最新の研究成果や歴史
的背景を踏まえながら、「奇人」と捉えられがちであった従来の人物像
を打ち破る、新たな評価や今後の見取図が提示され、パネルディスカッ
ションでは、春名氏、半藤英明学術情報メディアセンター長、平岡隆二
准教授、大島明秀准教授が「西洋化ではない、もう1つの近代」を討論
し、最後に旭堂南海師による佐田介石を題材とした新作講談「『講談・
佐田介石物語』―時代遅れと笑えるか？―」が行われました。

○開催日時：平成26年11月22日（土）午後1時～5時
○開催場所：中ホール
○対象、来場者数：学生、一般から約180名

　平成26年11月29日（土）、文部科学省「地（知）の拠点整備（大学ＣＯＣ）事業」
のキックオフイベントとして、多様なステークホルダーが対話を通じて「熊本の
未来」を描くフューチャーセッションを開催しました。今回は熊本では未だ馴染
みのない「フューチャーセッション」のオープン性を体感してもらうため、「プロ
ムナードカフェ」と題し、銀杏が色づく県庁プロムナードで開催しました。
　「30年後に残したい熊本の未来を考える」というテーマで、（株）フューチャー
セッションズ代表・野村恭彦氏と芝池玲奈氏のファシリテーションのもと、自治
体職員や学生、企業関係者等約100名がセッションに参加しました。

フューチャーセッション
「プロムナードカフェ」を開催しました。

大 学 の 動 き
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後援会便り

　後援会では教育研究推進事業として共同自主研究にかかる経費を助成しています。
平成26年度の研究の一つに田中グループが行う「ドキュメンタリー映像作成における
新たな撮影手法の応用と確立に関する研究」（左写真）があります。
　このグループは、新しい技術を活用した映像作りを研究するため、近年、一般の人で
も手に入れられるようになった空撮カメラ（ラジコンヘリ）を用い、空中からの撮影に
挑んでいます。
　研究に参加した学生からは、「大変なことも多いがやり遂げた達成感が大きい」との
言葉も多くあります。授業の中だけでは味わえないものを得るため、もっと多くの方にも
是非チャレンジしてみて欲しいと思います。

《就職対策事業》
●就職対策講座（公務員試験対策講座、就職活動実践講座、ITパスポート
試験対策講座、二級建築士受験対策講座、秘書技能検定対策講座等）受
講料の助成又は開催経費の助成

●PROGテスト（社会人基礎力の測定）の実施支援、TOEIC®IPテスト開催
の支援及び受検料の助成、各学部による就職支援事業開催経費の助成、
資格取得者への助成　等

《教育研究推進事業》
●共同自主研究への助成
●インターゼミナール大会等への参加助成　等

《国際交流推進事業》
●海外留学・研修期間に応じて渡航経費等の助成
●留学対策講座の受講料の助成
●英語合宿開催経費の助成　等

《学生活動支援事業》
●各サークルの活動費・白亜祭開催経費・全国大会出場経費等の助成
●学生用コピー機の設置、コピーカード販売
●学生のリクエストに応じ図書を購入し図書館へ配置
●防犯対策用ブザーの無料貸出し　等

マシンが充実したトレーニングルームを開設

防災拠点対応型
太陽光発電システム供用開始式

　平成27年1月5日（月）、本部
棟1階ロビーにおいて太陽光
発電の供用開始式が行われ
ました。
　このたび、本部棟に20kW、
講義棟1号館に50kWの太陽
光発電設備を設置、既設の
30kWと併せて計100kWの

発電能力を有し、学内の電力として消費するとともに、併設し
た蓄電池により災害等の停電時にも電力を確保し、地域の防
災拠点としての役割を担います。

第50回九州学生弓道新人戦
男子個人戦優勝!

　平成26年12月7日（日）に開
催された第50回九州学生弓
道新人戦指宿大会の男子個人
戦で、本学総合管理学部1年平
井文浩さんが優勝しました。
　平井さんは高校弓道では熊
本県で準優勝し、九州大会と
全国大会に出場した経験があ

りましたが、優勝は1度もなかったそうです。今回の九州大会で
優勝でき、初めて試合で嬉し涙を流すことができたと話してく
れました。今後のさらなる活躍が期待されます。

● 本学学生の保護者又はこれに準ずる方を会員として組織されています。
● 大学の教育事業を後援し、大学と家庭及び社会との協力によって、大学教育の成果を上げ
ることを目的としています。

※新入生へは、本学合格通知の際に、後援会の説明及び入会・会費納入のお願いをしております。
　まだ未加入の方は、充実した学生生活を送るためにも後援会事業をご理解いただき、是非ご加入ください。途中年次であっても随時入会を受け付けています。

次の4つの事業を中心に学生の活動全般を支援しています。後援会の事業　

大 学 の 動 き

　4月1日（水）から旧売店のあったスペース（キャリアセンター内）にトレーニングルーム
が開設されます。エアロバイク、ダンベル、バーベルのほか、体の各部位を鍛えるマシンが
あります。
　授業等での活用のほか、平日の午後６時から９時まで、学生・教職員に開放しておりま
すので、皆さんのご利用をお待ちしております。

空撮カメラを使い撮影している様子

後援会とは
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皆様からのご協力、ご支援をお願い申し上げます。

熊本県立大学未来基金
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